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決意を新たに

新年明けまして
おめでとうございます

野口 久之議員

山内 武夫議員を再選

委員会構成決まる
【常任委員会】
総務文教常任委員会
産業建設常任委員会
福祉厚生常任委員会

【議会運営委員会】
【特別委員会】
議会活性化特別委員会
交通網対策特別委員会
議会広報特別委員会

議長に

副議長に
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議長
　副議長　　　 　　　　　再選
議長
　副議長　　　 　　　　　再選
　　に野口 久之議員
　　　　に山内 武夫議員を　　
　　に野口 久之議員
　　　　に山内 武夫議員を　　

公
平
公
正
な
議
会
運
営
の
継
続
を
　       

　 

議
　
長
　
野
口
　
久
之

　平成２５年１１月２６日に開催された町議会議員選挙後の第３回臨時会において、議長に野口久之議員、
副議長に山内武夫議員を再選し、各委員会委員の選任を行い、新たな議会構成が決まりました。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民

の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
の
輝
か

し
い
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
ご
支

援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
11
月
26
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
不
肖
私
が
前
回
に
引
き
続
き
、
京
丹
波
町
議
会

議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
決
意
を
持
っ
て
、
公
平
公
正
な

議
会
運
営
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
精
一
杯
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
地
域
社
会
の
活
力
あ
る

発
展
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
議
員
一

同
力
を
合
わ
せ
、
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
京
丹
波
町
に
と
っ
て
躍
進
の
年
と
な
る
と
と

も
に
、
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

改
選
後
初
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
賜
り
、
引
き
続
き
副
議
長
の
要
職
を
お
引
き
受
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
議
長
を
補
佐

し
、
町
政
の
発
展
と
議
会
の
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に

誠
実
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
、
地
方
経
済
の
疲
弊

の
大
き
な
波
の
中
で
、
若
者
定
住
、
子
育
て
支
援
、
医

療
、
老
後
の
不
安
な
ど
、
本
町
と
町
民
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
後
８
年
が
経
過
し
、
旧
町
間
の
垣
根
も
徐
々
に

薄
れ
、
一
体
感
が
実
感
で
き
る
町
へ
と
変
貌
を
遂
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
る
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
時
、
今
後
４
年
間
が
町
政
の
真
価
を
問
わ
れ
る

重
要
な
時
期
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
み
な
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

町
当
局
と
は
常
に
緊
張
感
を
保
ち
な
が
ら
、
議
会
の
活

性
化
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
充
実
を
図
り
、
使
命
達
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
方
の
一
層
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て   

　
副
議
長
　
山
内
　
武
夫

KYOTAMBA TOWN
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産業建設常任委員会

　

当
委
員
会
は
、
総
務
課
・
監

理
課
・
企
画
政
策
課
・
税
務

課
・
教
育
委
員
会
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
町

民
の
み
な
さ
ま
の
生
活
に
深
く

関
わ
る
、
身
近
で
重
要
な
行
政

組
織
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
面
に
お
い
て
は
、
合
併

特
例
財
源
の
終
結
を
目
前
と

し
、
さ
ら
な
る
健
全
化
対
策
の

推
進
と
、
効
果
的
な
買
い
戻
し

が
進
め
ら
れ
た
先
行
取
得
用
地

の
有
効
利
活
用
に
向
け
、
活
発

な
模
索
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
と
行
政
が
協
働

す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
可
能
と

な
る
、
安
心
・
安
全
な
生
活
環

境
の
創
出
や
、
積
極
的
な
地
域

支
援
の
継
続
に
よ
る
元
気
な
地

域
づ
く
り
や
、
本
町
の
未
来
を

担
う
子
供
た
ち
に
は
細
心
の
配

慮
の
も
と
、
求
め
ら
れ
る
教
育

環
境
の
整
備
を
目
指
し
て
、
委

員
の
総
力
を
結
集
し
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

鈴
木
　
利
明

坂
本
美
智
代

森
田
　
幸
子

松
村
　
篤
郎

原
田
寿
賀
美

篠
塚
信
太
郎

山
下
　
靖
夫

　

町
内
は
縦
貫
道
工
事
が
26
年

度
末
開
通
に
向
け
て
急
ピ
ッ
チ

で
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。
大
型

工
事
用
車
両
の
往
来
に
町
内
路

線
の
各
所
で
通
行
誘
導
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
安
全
第
一

に
本
工
事
が
遂
行
す
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

９
月
の
18
号
台
風
被
害
の
未

着
工
箇
所
は
早
期
に
復
旧
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
将
来
の
災
害
防
止
と
な
る
強

い
基
盤
整
備
が
不
可
欠
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済

効
果
が
地
方
に
も
良
い
も
の
を

も
た
ら
し
、
本
町
の
産
業
振
興

の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、

本
委
員
会
で
研
究
を
重
ね
審
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
の
促
進
や

森
づ
く
り
計
画
の
推
進
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
取
り
組
み
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

KYOTAMBA TOWN

KYOTAMBA TOWN

地域と行政が協働して
進めるまちづくりを目指す

委員長
梅原　好範

災害に強い基盤整備と
産業振興のさらなる発展を目指す

委員長
松村　篤郎

総務文教常任委員会

北
尾
　
　
潤

東
　
ま
さ
子

梅
原
　
好
範

野
口
　
久
之

山
下
　
靖
夫

山
﨑
　
裕
二

鈴
木
　
利
明
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議会運営委員会

福祉厚生常任委員会

　

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
超
高

齢
社
会
の
到
来
が
予
想
さ
れ
、

本
町
に
お
い
て
も
高
齢
化
率
40

％
も
目
前
に
迫
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
、
家

族
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
福
祉
、
医
療
、
子
育
て
な

ど
、
一
層
の
拡
充
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

町
民
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
す
る

な
か
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

施
策
や
日
常
生
活
の
不
安
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
加

速
さ
せ
、
安
心
・
安
全
・
快
適

な
暮
ら
し
の
実
現
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
町
民
の
付
託

に
応
え
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る

べ
く
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て

い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

北
尾
　
　
潤

村
山
　
良
夫

森
田
　
幸
子

岩
田
　
恵
一

山
田
　
　
均

山
﨑
　
裕
二

山
内
　
武
夫

岩
田
　
恵
一

松
村
　
篤
郎

梅
原
　
好
範

北
尾
　
　
潤

山
田
　
　
均

山
内
　
武
夫

篠
塚
信
太
郎

　

当
委
員
会
は
、
議
会
の
会
期

お
よ
び
日
程
、
議
案
や
一
般
質

問
、
請
願
書
な
ど
の
取
り
扱
い
、

そ
の
他
議
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た

事
項
な
ど
、
議
会
の
運
営
に
つ

い
て
の
調
査
や
審
査
を
行
い
ま

す
。

　

議
会
の
運
営
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
が
、
議
場
に
お
い
て
の
議
員

の
質
問
権
が
最
大
限
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
み
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
目
に
ふ

れ
る
こ
と
が
少
な
い
た
め
、
成

果
が
わ
か
り
に
く
い
委
員
会
で

す
が
、
臨
時
会
で
新
た
に
設
置

し
た
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
議

会
の
活
性
化
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

KYOTAMBA TOWN

KYOTAMBA TOWN

福祉施策の充実で
安心なまちづくりの前進を

委員長
岩田　恵一

円滑で活発な
議会運営を

委員長
北尾　　潤
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交通網対策特別委員会

議会活性化特別委員会

　

昨
今
、
二
元
代
表
制

の
地
方
議
会
は
、
そ
の

存
在
価
値
を
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
当
委
員
会
で

は
、
当
町
議
会
の
存
在

価
値
を
追
及
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
活
用
な
ど

に
よ
り
議
会
の
透
明
性

の
向
上
を
図
り
、
主
権

者
で
あ
る
町
民
の
民
意

を
議
会
活
動
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、
議
会
業

務
を
、
現
状
の
ア
ナ
ロ

グ
的
な
も
の
か
ら
デ
ジ

タ
ル
化
へ
と
改
革
を
図

り
、
議
会
の
合
理
化
に

取
り
組
む
こ
と
。

　

三
つ
目
は
、
議
員
各

自
が
資
質
の
向
上
を
図

り
、
理
事
者
に
対
等
の

立
場
で
意
見
具
申
を
し
、

町
行
政
の
質
的
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
。

　

以
上
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
町

民
の
生
活
の
足
と
し
て
、

町
営
バ
ス
を
中
心
に
公

共
交
通
網
の
充
実
を
目

指
し
、
調
査
研
究
が
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
な

か
に
あ
っ
て
、
運
行
の

広
域
化
が
今
も
な
お
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
あ
っ

て
は
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

複
線
化
の
早
期
実
現
や
、

京
都
縦
貫
自
動
車
道
の

建
設
促
進
な
ど
に
お
け

る
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

　

公
共
交
通
網
対
策
は

ま
ち
づ
く
り
の
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
、
今

後
と
も
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
町
行
政
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
関
係

機
関
に
も
積
極
的
に
要

請
を
し
て
い
き
ま
す
。

KYOTAMBA TOWN

KYOTAMBA TOWN

民意が反映される
議会を求めて

委員長
村山　良夫

鈴
木
　
利
明

梅
原
　
好
範

北
尾
　
　
潤

村
山
　
良
夫

山
田
　
　
均

岩
田
　
恵
一

原
田
寿
賀
美

生活の足としての
公共交通網対策を

委員長
原田寿賀美

松
村
　
篤
郎

東
　
ま
さ
子

坂
本
美
智
代

原
田
寿
賀
美

山
﨑
　
裕
二

山
内
　
武
夫

岩
田
　
恵
一

　

議
会
は
、
３
月
・
６
月
・
９
月

・
12
月
の
年
４
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
こ
の
定
例
会
に

お
け
る
一
般
質
問
や
議
案
の
審
議

内
容
な
ど
を
編
集
し
、
議
会
だ
よ

り
と
し
て
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、

一
般
質
問
と
定
例
会
最
終
日
な
ど

の
決
議
内
容
が
放
映
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

議
会
だ
よ
り
と
あ
わ
せ
て
、
よ

り
一
層
、
議
会
活
動
が
親
し
み
の

あ
る
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
り

ま
す
よ
う
、
委
員
一
同
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

委員長
森田　幸子

KYOTAMBA TOWN

親しみやすい議会だよりを

議会広報
特別委員会



議会だより京丹波
平成26年1月 第37号 6

第
37号

京
丹
波

発
行
日

平
成
26年

１
月
17日

議
会
だ
よ
り

E-m
a

il: g
ika

i30@
to

w
n

.kyo
ta

m
b

a
.kyo

to
.jp

U
R

L
: h

ttp
://w

w
w

.to
w

n
.kyo

ta
m

b
a

.kyo
to

.jp
/g

ika
i/

発
行
／
京
都
府
京
丹
波
町
議
会

〒622-0292 京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
蒲
生
八
ツ
谷
62番

地
6

TEL.0771-82-3805　
FAX.0771-82-2816

　

町
民
の
み
な
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
議
会
構
成
が
決
ま
り
、
決
意
も

新
た
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
私
た

ち
広
報
委
員
も
７
人
の
新
メ
ン
バ
ー
で
親

し
み
の
あ
る
議
会
だ
よ
り
作
り
に
が
ん

ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
感
想
な
ど
、

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

寒
さ
厳
し
き
折
、
体
調
管
理
に
は
十
分

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
。

 ︵
Ｓ
・
Ｍ
︶

議　長 野口　久之 副議長 山内　武夫 監査委員 篠塚信太郎

● ● ● ● ● ● 委 員 会 構 成 ● ● ● ● ● ●

　 委員会

　
 役  職

議 会 運 営
委  員  会

常　任　委　員　会 特　別　委　員　会

総 務 文 教
常 任 委 員 会

産 業 建 設
常 任 委 員 会

福 祉 厚 生
常 任 委 員 会

議 会 活 性 化
特 別 委 員 会

交 通 網 対 策
特 別 委 員 会

議 会 広 報
特 別 委 員 会

委 員 長 北尾　　潤 梅原　好範 松村　篤郎 岩田　恵一 村山　良夫 原田寿賀美 森田　幸子

副委員長 山田　　均 東　まさ子 原田寿賀美 森田　幸子 北尾　　潤 坂本美智代 山下　靖夫

委　　員
　

松村　篤郎 山下　靖夫 森田　幸子 北尾　　潤 原田寿賀美 松村　篤郎 坂本美智代

梅原　好範 北尾　　潤 山下　靖夫 山﨑　裕二 梅原　好範 岩田　恵一 篠塚信太郎

岩田　恵一 鈴木　利明 坂本美智代 村山　良夫 岩田　恵一 東　まさ子 東　まさ子

篠塚信太郎 山﨑　裕二 鈴木　利明 山田　　均 鈴木　利明 山﨑　裕二 山﨑　裕二

山内　武夫 野口　久之 篠塚信太郎 山内　武夫 山田　　均 山内　武夫 村山　良夫

京都中部広域消防組合 
議 会 議 員

船 井 郡 衛 生 管 理 組 合 
議 会 議 員

国民健康保険南丹病院 
組 合 議 会 議 員

野口　久之 梅原　好範 山内　武夫 岩田　恵一 野口　久之

京都府後期高齢者医療 
広 域 連 合 議 会 議 員

京 都 地 方 税 機 構 
議 会 議 員

野口　久之 梅原　好範

● ● ● ● ● 議 会 選 出 議 員 ● ● ● ● ●

京丹波町議会構成


